
昭和再4年東京都下の限定地域忙封ける  

豚，牛日本脳炎感染状況忙ついて（1）  

羽 生  華  中 島 勇 三  

菅 原 爽太郎 島 田 直 音  

1．はじ世）に   

都下の限定地域における家畜の日本脳炎（以下日脳と略す）感染の実感を，赤血球撰集抑制（H．Ⅰ）  

抗体の消長を指標として調べ，への日脳増幅抑制対策および廠の死流産予防対策を立てる上での基搾  

資料をえて，家畜の生蔚さ且筈婆囚の除去ならびに公衆衛生面陀おける畜産公害の防除につとめる。  

2．材料と方法  

表1 供試家畜  

牛  豚  一  

血．  品  種   性別   生年月日   血  l品汚  性別  生年月日   

ホルスタイン雑   る   44． 2▼ 6   1   Y   宰   44．3．14   

2   ？   44．1．18   2   LW   宰   44」3，9   

3   ′ク   8   44．1＿18   3   1■打   ？   44．3． 9   

4   〝   6   44．2．8  

5   ホノレスダ イ ン   ？   43．7．22   

6   ′ク   宰   43，9．23   

7   ′ク   ？   43．10．29   

8   ク   E 8  43．】1＿12   

（2）飼養管理，・当場？一般慣行による。  

r3）血清疫学調査，供試家畜七下記のとおり，牛は頚静脈から，妹は前大静脈から採血して，HI試   

鹸およぴウイルス分離を試みた。  

表2 採血状況  

採  血  月  6月   7月   8月   9月  ‘1ひ月   

週ユ画  過1回   遇3【司  前半週3也  
（10日以後）  後半1匝t   

2 園  

採l  
鵬5－8  一ク   

血  
週1同   

前半過1匝i 後半1回   

′ク  

回  噛．1  
週3回  前半週3回  

（10日以後）  後半1回  
数   豚  

咄2′－3  〃   前半週1回  
過1回  

後半1回  

一8ワー■   



HI試験には採血後一部は血液吸着炉紙どして保存L，一部は舟艇血清とLて－200Cに保存した。   

血酒材料は7セトン処理による予研法1Jに準じ，血液吸着炉絡ま信藤2′）らの方法托より試験を行  

った。  

らィルス分康ほ採血後ヘパリン血放としてドライ7イスボックス把保有し，HI抗体陽性前の1   

週間以内のヘパリン血簸の0．02mlを哺乳マウスに脳内接種して，14日間観察した。発症マウ   

ス腺車ドライアイスボックスiこ保存し，P．B．S液で10倍乳剤とLて，哺乳マウスの脳内に′b．02   

mlずつ按電離代Lた。  

供試家畜い体温測定ほ，午前9崎，キ按2時30外の2回行った．  

2．試戚成横  

（1）般の日脳三二Ⅰ抗体陽転瑚切とその消長，鰍の日脚HI抗体陽転時臥その消養および陽性賓な示   

すと，怪11および岡2のとおりである。隊では血御岳と折紙浸ミのいずれの方法でも，同じような傾   

向がみられた。すなわ、ら，8月18日ごろに王iI抗体緬が隠遁を示し始め，9月ユ口紅は3頭とも  

F‡r抗体価は慣性七示L，以後その個せほぼ持続Lた。  

画1 豚の日脳照Ⅰ糀休閑転時制とその消長  

HI価1   

鞄 71ヰ飢28 鴫汀1118 之5牧8  2毀   

Iil価   （2）折紙法  

i        l  

当¶714Bl芝8％ill18  25施声  29   



図2 各時期における豚の日賦HI抗体陽性率  

（1）－1血清法  

血清法ほHI  

抗体1：10  

以上  
折紙法は1：40  

以上を慣性と  
判定した。   
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（1）－2炉紙法  
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は 牛の日揖HI抗体陽転時期とその消長  

牛の日脳H工抗体陽転時期とその消長および陽性率を示すと図Bおよび阻4のとおりである。牛の   

場合にほ血清法と折紙法との問に成練のくい速いがみられた。血清扶では陽転開始は8月18日で，   

50免以上の陽性率を示したのは，9月1芝目，80％以上の陽性率を示したのほ，9月a9日であ   

った。折紙法では血清法とかなり異っていたふすなわち6月0日ごろ陽性牛が現れ始め，7月9日に   

声∩％以上の陽性率を示Lキ。LかLその後陰転する牛があって，陽性率ほ低下Lた。そLて9月29   

日に再び50％以上の陽性率を示した。つまりl：40以上のHI抗体価が現れたり，消えたりした   

ので，HI抗体偶の正確な消長を推察することができなかった。  

（B）ウイルスの分離  

オトリ隊B滋と8月a7日に発熱した調査対簸外の隊（ノ拓4）1頭からウイルスを分離することが   

できた。ウイルスの介蝕状況を示すと表4及び函5のとおりである。   



園3 牛の日脱臼I抗体樹転時期とその消長  

（1）血清法  
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（2）炉叙法   
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表4 施よりの日脳ウイルスの分離状況  

HI抗体  

個体番号  
陽転月日   

血1   4 ′l．8．18   40   ＋   

血 2   4 4．8．2 5   10  十   

F血 3   4 4．9．1   80  

血 4   4 4．9． 3   6 4 0   ＋   

■図5 膿よりの日脳ウイルスの分離  
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 （6）（8）（司（5）（5）（5）（5）（5）  

L」⊥J叫  
重来材一指0■C  

オトリ陳血1の体温．HI抗体陽転時期などの関係を図示すると闇6のとおりである。血1の腱  

ではHI抗体陽転3日前岡ウイルスの分醇ができた。ウイルス分陣場の体塩は，39．8～40一しで  

あったが，前後の日の体温からみて，とくに発熱とは考えられなか？た白 8月24日の体温41●C  

－92－   



は虜囚が不明である。仙2は陽転がみられた当日，ぬ4ほ陽転7日前にそれぞれウイルスが分離さ  

れた。これら分離ウイルスは未同定であるが，分離された豚のHI抗体の推移，分潮時勅および血   

球旋集反応により，日月露ウイルスと考えられた。   

オトリ牛8嚢中H－Ⅰ抗体陽転のはつきりしていた6現について，勝岡様ウイルス分鮭な試みたが，  

その成執ま裳5把示すとおり．ウイルスを分塵することができなかった。大壌3）らは，HI抗体陽  

転7月前のりシへパーリ／血焚から1例ウイルスを分症しているが，われわれの爽放ではHI抗体惨  

転当日および捌辰前3，5，7日のへノミリン血祭でも分離できなかった。これは牛が日脳感染によ  

り，ウイルス血症を起しにくいためと考えられ，牛ほ日脳の増幅動物としては，膿はど重要な役割  

をはたしていなJ、ものと考えられる。  

第6囲 オトリ豚（ノ％1）の体温とウイルス血症出現，HI抗体陽転等の関係  
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表5 牛よりの日脳ウイルスの分離  

HI抗体  陽 転 時  ウイルス分灘（陽転前日数）  
個体番号  

陽転月E  HI抗体価 0 1 2 3 4 5 6  7   

南l   4 4．9． 8  ご0  －・   

2   〃  20   

4   ◆  10  －   

6   44・9・12  10  一   

8   4 4．9．12  10  －   

3，考 察   

昭和44年の東京都下の限定地域において，しかも同一→場所で，豚，牛の日脳自然感染時期と，感染  

棚確曲るために，経歴の明かな無抗体のオトリ倣およびオトリ牛を用いて，経時的にウイル  

ス血症，HI抗体陽鷹時蓑射こついて調べた結果，HI抗体が萌れ始めた時期は，牛，豚ともに，8月18  

日で，同じ時期であるのに，50痴以上の控鋸生率を示Lた時期11，豚より牛が18日遅く，熟まオトリ  

倣全都カ㌔陽性とたったが，牛では暢性零ほ87・5％以上にならなかつね このような感染の題興が同じ  

傾向把なるかどうかは，今後数年の巽験により究明Lたい。   

オトリ豚のHI抗体陽転開始から，オトリ豚3頭全部が博魔するまでの日数は，畜舎が臭っていたが，  

2週間を賓Lた。また欣の日脳ウイルス分廉から，‡iI抗体陽転までの日数は，陽転当日（打1抗体i戯  

1：10）と3日前であったから，大場4）らのi過以内という戚横と一致している。   

オトリ牛よりのウイルス分頗はできなかつたの■で，牛は日胸の増幅劫物となりにくいと考えられるが，   

きらに今後数年継続的に英親して，増幅細物とLての役割の軽妓を究明することにしたい。また錆Ⅰ試  

験の簡便法とLての信滴らの炉紙法は，放では血清法と同じ成横がえられたが，牛では×40転注このH王  

統体砥が，出祝したり，消失Lたりする現象がみられた。これは非特異反応把よるものではないかと考  

えられるから，牛での炉礁法の応用ほ再検討する必顎があると考える。   

また今野5）らは，榔ロ39年（1964）托宮奴県下の族の臼脳疫学調査をなL，HI抗体は7月10  

日ごろ（第1次流行）に約20舜の陽性率な示し，いつたんやゝ低下したのち，8月上旬に忌避な陽性  

峯の上昇なきたし，中旬に100努の陽性峯を示し，第1次流行と第2次流行の期間ほ約3週間（19日）  

であったという。われわれの爽験では今野らの第1次流行妃相当するHI眈体の上昇は，7月2日以降  

ではみとめられなかった。さらに今野らは，ブターカーブクーカという2サイクルの感染により巨発生  

する有穏炊が初めて，人を感染させる車力を持つという。この腺の第2次流行は人の臼脳の感染源とな  

るのみならず，畜産上は豚の死流産の主原因となっている。人の日払の予防対策として豚を免疫するこ  

と把よって，ウイルス血症を予防し，ひいては有毒蚊の発生を抑制することが考えられる。このことは ¢）  

増描筍吻側儲として，1配の地域で試みられはじめているが，7工お紙端をうるには至っていないか，か  

－－9与－   



なり有望であるという成横がえられつゝある。この予防法は人の日脳を予防するために豚な免疫するとい  

う今までにない新しい伝染病予防対策（感染源対策）であり，今後医学，親医学共通の問題として一とり  

あげられるぺき重要な研究課絶と考えられる。  

一方腰の死流産予防対策として，不括化ワクチンによる予防が現在行われて†、るが，労力と縫済性で爽  

應を馳雑托し一〔いる面もあるので，生ワクチンの開発が期待されて＼こるから，別の研究課題とLて究明し  

たい。   

またさきに述べたよう把，われわれの突験では，第1次流行の存在女権認でき．なか？たが，人の日脳予  

防対策上も，倣の死流産予防対策上も素袈であるから，．今後の突崩で，その存在を確認したい。また第1  

次流行は，H工抗体晒が1；10－1：40という低い抗体価を示す感染であるが，このキうな感灸托よ  

って，臓の死流産を超しうるや否やという疑問な生ずるので，今後の研究諜蟹としたい。  

4． まとめ  

昭和44年の東京都下の膿定地域で，しかも同一場所で，豚．牛の冒脳自然感射寄畑と感染状況な適確  

に杷撞するために，経歴の明らかな知砥体のオトリ豚3鯛とオトリ牛8頭を用い 

血症∴HI抗体陽転時期などについて調べち○えられち結果ほ次のとおりである○  

（1）倣の王iI抗体一頃転調始は8月18日ころであり，8月25【三恍は50釘以上の陽性率な示ムた。9  

月1巨］にⅠまオトリ豚3頭全部が陽性となった∴陽転開始から全貌陽転崖で咋，2嘩閲憧増した。牛で  

は打工抗体陽転開始は，8月18日で．9月12日托50乳以上の陽性峯な示し，9月29 日に87．5  

疹の陽性率を示し，100多にはならなかった。  

（2）HI試験への折紙法の応用は，豚では血梢法と同じ成績がえられたが，牛では40．のHI抗体価が，  

出現したり，消失Lたりして，HI抗体価の正確な消長な推察てきなかった。  

（3）豚から日脳ウイルス3株を．HI抗体陽転当日，3日前，7日前把分雌した。牛からはHI抗体陽  

転前1週間以内の血液から分離を試みたが，ウイルスを分離することはできなかつ丈ム  

（4）豚の日脳の第1次流行の存在翫翫忍できなかったが，償縦家畜な検討して，その存在およぴ，豚死  

流産との関係を究明し．、たい。  

（5）これらの成績から，豚の日脳髄よる死流産および日脳増幅抑制のための予防注射は∴東京近郊では  

遅くも7月下旬までに終ることが必婁である。  

以上の成棟は，都下の限定地域で，しかも同一場所における，豚，牛の臼脳感染状況を調べたもの  

であるが，今後さらに数年にわたり継続的托網べて，日脳の感染状況を適確に把握して，豚の死流産  

予防対策や，人の日脳増幅抑制対策陀資したい。  

終りに監み，実験に当り，種々御憩養なる御指導と本稿の御璃閲を1飢、た鹿林省家畜相生武威塙の  

藤崎毎次郎先生，抗体調査，ウイルス分離に直接御指導頂いた三浦康男先生，程々御便宜な計って頂  

いた日生研官本 猛，竹原考一両先生ならびに実躾の蝕会な与えて吸いた宮川場長托陳謝いたLます   
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